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１．委員の指摘及び提言概要 

小笠原の絶滅危惧植物３種の保全に大きく貢献する知見が得られつつある。それらの実生の定着

を阻害する要因を種ごとに整理した上で、どの要因の制御が域内保全のために重要かを科学的に示

すことを期待する。島の環境が変化している中で、その希少種の存在をどう位置づけて手間をかけ

た保全をするのか、将来的な保全のあり方を示すことができる様な成果を期待する。また、論文と

しての成果公表にも、注力いただきたい。 

 

２．採点結果 
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